
市場出荷休日カレンダー
（野菜・果樹）

×は出荷できない日       は日曜・祝日等

日 月 火 木 金 土水

2
9
16
23

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19

6
13
20

7
14
21

1
8
15
22

26 27 28

2月

建国記念の日

天皇誕生日 振替休日

日 月 火 木 金 土水

2
9
16

3
10
17

4
11
18
25

5
12
19

6
13
20

7
14
21

1
8
15
22

26 27 28 29

3月

春分の日

23
30

24
31

　「
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
最
高
品
質
の
ハ
ク
サ
イ
を
生
産
し
て
い
く
」
と

話
す
川
嶋
さ
ん
は
、
中
央
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
の
西
和
佐
地
区
で

ハ
ク
サ
イ
栽
培
に
力
を
入
れ
る
専
業
農
家
で
す
。
作
付
面
積
は
30

ア
ー
ル
。
主
力
の
品
種
は
耐
寒
、
在
圃
性
に
優
れ
、
葉
が
柔
ら
か

く
て
食
べ
や
す
い
「
き
ら
ぼ
し
90
」
で
す
。「
や
は
り
鍋
で
食
べ
る

の
が
一
番
。
次
に
漬
け
物
。
１
〜
２
日
塩
漬
け
に
し
て
ご
飯
と
一

緒
に
食
べ
る
と
食
が
進
む
。
寒
く
な
る
と
甘
み
が
増
す
ハ
ク
サ
イ

は
今
が
旬
」
と
イ
チ
オ
シ
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
企
業
に
勤
め
て
い
た
川
嶋
さ
ん
は
、
50
歳
で
３
代
目
と
し

て
就
農
し
ま
し
た
。
休
日
は
農
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
た
め
、
後

継
ぎ
は
意
識
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
栽
培
の
過
程
で
分
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
れ
ば
、ま
ず
Ｊ
Ａ
に
相
談
。
特
に
、見
極
め
が
難
し
か
っ

た
防
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
「
丁
寧
な
ア
ド
バ
イ
ス
で
助
け
て
も
ら

え
た
。
今
も
頼
り
に
し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
年
々
、
自

身
の
成
長
を
感
じ
、「
就
農
時
の
ハ
ク
サ
イ
は
60
点
の
出
来
だ
っ
た

が
、
今
は
１
０
０
点
と
胸
を
張
れ
る
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
れ
る
」
と
、

Ｊ
Ａ
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
共
販
部
会
西
和
佐
地
区
協
議
会
の
会
長
に

就
任
し
て
５
年
目
と
な
っ
た
今
も
、
可
能
性
を
追
求
し
続
け
て
い

ま
す
。

　
ハ
ク
サ
イ
は
水
分
量
が
95
％
を
占
め
、水
が
命
で
す
。
ボ
リ
ュ
ー

ム
あ
る
逸
品
に
育
て
る
に
は
潅
水
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
川
嶋
さ
ん

も
こ
だ
わ
り
を
見
せ
、
通
常
は
畝
間
に
水
を
走
ら
せ
る
と
こ
ろ
を
、

株
元
に
１
玉
ず
つ
丁
寧
に
潅
水
。
吸
水
性
を
高
め
つ
つ
、
土
壌
伝

ＪＡ中央ブロック共販部会　
西和佐地区協議会　会長

～
ハ
ク
サ
イ
生
産
者
～染

病
の
根
こ
ぶ
病
対
策
も
徹
底
し
て
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
異

例
の
猛
暑
が
産
地
を
襲
い
、
厳
し
い
環
境
で
栽
培
が
始
ま
り
ま
し

た
。
川
嶋
さ
ん
は
潅
水
の
頻
度
を
例
年
の
２
倍
に
増
や
し
、
多
発

す
る
害
虫
は
早
期
対
策
で
圃
場
の
様
子
を
毎
日
確
認
。
全
国
的
に

生
産
量
が
落
ち
込
む
な
か
、
病
害
虫
な
く
高
品
質
生
産
を
実
現
し

ま
し
た
。「
今
ま
で
農
業
に
苦
労
を
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

今
シ
ー
ズ
ン
は
大
変
だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
ハ
ク
サ
イ
は
関
西
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
品
質
と
生
産
量

を
誇
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
紀
州
て
ま
り
野
菜
」
と
し
て

出
荷
し
ま
す
。
秋
冬
作
は
２
０
４
人
が
５
９
．
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

栽
培
。
２
月
末
ま
で
京
阪
神
市
場
を
中
心
に
４
，
９
０
０
ト
ン
の

出
荷
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
４
月
に
「
和
歌
山
県
農
業
協
同
組
合
」

が
誕
生
し
、県
下
８
Ｊ
Ａ
は
１
つ
に
な
り
ま
す
。
川
嶋
さ
ん
は
「
高

品
質
安
定
出
荷
を
続
け
、
県
内
の
ハ
ク
サ
イ
産
地
を
け
ん
引
し
て

い
き
た
い
」
と
展
望
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

かわ  しま　とし  ひと

川嶋俊人さん（西和佐：67歳）

 

取
り
扱
い
品
種（
培
土
苗
）

キ
ヌ
ヒ
カ
リ
・
き
ぬ
む
す
め
・
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
・

に
こ
ま
る

 

価
格（
税
込
）

予
約
価
格 

880
円
／
箱

当
用
価
格 

990
円
／
箱

配
達
料
金 

77
円
／
箱

田
植
え
箱
回
収
料
金 

55
円
／
箱

（
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
苗
代
の
半
額
を
請
求
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

 

田
植
え
箱

Ｊ
Ａ
で
用
意
し
ま
す
。

 

田
植
え
箱
返
却

田
植
え
終
了
後
、一
ヶ
月
以
内
に
箱
を
必
ず
洗
っ
て

10
箱
を
１
束
に
く
く
り
、第
１
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
又
は
営
農
セ
ン
タ
ー
に
返
却
、職
員
か
ら
必

ず
返
却
伝
票
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。返
却
が
無
い

又
は
破
損
さ
せ
た
場
合
は
実
費
で
請
求
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す（
320
円
／
箱
）。

 
配
達
お
よ
び
引
き
取
り
日
の
区
分

①
５
月
26
日（
月
）〜
５
月
27
日（
火
）

②
５
月
28
日（
水
）〜
５
月
30
日（
金
）

③
６
月
２
日（
月
）〜
６
月
３
日（
火
）

④
６
月
４
日（
水
）〜
６
月
６
日（
金
）

⑤
６
月
９
日（
月
）〜
６
月
10
日（
火
）

※
右
記
の
区
分
で
の
配
達
・
引
き
取
り
と
な
り
ま
す

（
土
日
の
配
達
は
対
応
致
し
ま
せ
ん
）。

　
引
き
取
り
は
、原
則
と
し
て
平
日（
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
）に
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
日
の
引
き
取
り
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、５
月

31
日（
土
）・
６
月
１
日（
日
）・
６
月
７
日（
土
）・
６
月

８
日（
日
）の
午
前
７
時
か
ら
午
後
12
時
で
対
応
致

し
ま
す
。  

●
予
約
締
切
日
…
２
月
28
日（
金
）

※
締
切
日
以
後
の
ご
注
文
は
当
用
扱
い
と
な
り

ま
す
。

※
必
要
数
量
を
十
分
勘
案
し
て
ご
注
文
願
い
ま

す
。
直
前
で
の
追
加
・
キ
ャ
ン
セ
ル
・
返
品
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
。

水
稲
苗
の
予
約
注
文

　受
け
付
け
中
!!

令
和
７
年
産
水
稲
苗
の
予
約
注
文
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

最
寄
り
の
支
店
・
営
農
セ
ン
タ
ー
で
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・

 

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・
・・・・

令和６年産米　主要品種の精算価格のお知らせ
　令和５年産米の高温障害による数量減やインバウンド需要などで消費量が増えたこ
とにより、令和６年産主食用米価格は大幅に上昇しました。
　ＪＡでは、農産物直売所での対面販売、ＪＡライスセンターで精米して各店舗での
直接販売や学校給食への供給など、地産地消を基軸とした販路拡大に取り組み、有利
販売に努めています。
　本年産につきましては、下記の価格にて12月26日に最終清算をしましたので、お知
らせします。

令和６年産米　主要品種　精算単価（税込）   （60ｋｇ当り）

品 種

きぬむすめ
コシヒカリ

キヌヒカリ
にこまる

にじのきらめき

1等

2等

3等

1等

2等

3等

1等

2等

21,000 円

20,500 円

19,700 円

20,800 円

20,300 円

19,500 円

23,200 円

22,700 円
こだわり米

等 級 契約米単価

03 02

あ
ぐ
り

 
最
前
線

農
家
の
た
め
の
最
新
情
報

農
家
の
た
め
の
最
新
情
報

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　―

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て―

J
A
で
は
、肥
料
の
過
剰
施
肥
に
よ
る
無
駄
を
な
く
し
コ
ス
ト
低
減

に
繋
げ
る
た
め
、土
壌
分
析
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
分
析
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、約
1
合
程
度（
200    

）を
採
土
し
、必
ず
土
壌
を
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
T
E
L
と
、水
稲
・
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、ハ
ク
サ
イ
・・・
等
）・
果
樹（
ミ
カ
ン
、カ
キ
・・・
等
）な
ど

品
目
名
を
記
入
し
て
、２
月
14
日（
金
）ま
で
に
各
営
農
セ
ン
タ
ー
へ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。分
析
結
果
は
３
月
下
旬
頃
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

g



※
防
除
薬
剤
の
あ
と
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基

準
で
、〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か
／
通
算

使
用
可
能
回
数
〕
を
表
し
て
い
ま
す
。
農
薬
は

農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
正
し
く
適
期
に

防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

例
）
表
記
が
〔
14
日
／
2
回
〕
の
場
合
…
収
穫

14
日
前
ま
で
に
2
回
使
用
可
能

☆
今
月
の
農
作
業

▼
土
壌
改
良
材
の
施
用

　
肥
料(

窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ)

で
補
う
こ
と

の
で
き
な
い
「
ケ
イ
酸
、
鉄
、
苦
土
、
マ
ン
ガ

ン
」
な
ど
の
成
分
を
補
給
す
る
た
め
、
土
壌
改

良
資
材
を
投
入
し
ま
し
ょ
う
。

･
農
力
ア
ッ
プ
　
100
㎏
／
10
ａ(

秋
落
ち
田

140
㎏
／
10
ａ
）

 

ケ
イ
酸
の
効
果

①
気
象
変
動
へ
の
対
応
力
強
化

　
茎
葉
を
強
く
し
、
倒
伏
の
軽
減
や
、
病
害
虫

に
強
い
株
を
作
り
ま
す
。

②
登
熟
歩
合
を
高
め
る

　
受
光
体
制
を
良
く
す
る
こ
と
で
、
登
熟
歩
合

を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
乳
白
米
の
発
生

を
抑
制
し
ま
す
。

③
根
に
活
力
が
生
ま
れ
る

　
根
張
り
を
良
く
し
、
根
の
活
性
化
、
肥
効
の

向
上
に
役
立
ち
ま
す
。

 

鉄
の
効
果

○
根
を
保
護
す
る

　
根
腐
れ
や
秋
落
ち
の
防
止
、
養
分
吸
収
の
向

上
に
役
立
ち
ま
す
。

▼
寒
い
こ
の
時
期
に
耕
起
を

　
水
稲
は
、
栽
培
期
間
中
に
利
用
す
る
窒
素
の

う
ち
50
〜
60
％
は
土
壌
窒
素
を
利
用
し
ま
す
。

　
入
水
ま
で
に
土
壌
を
乾
燥
さ
せ
る
と
栽
培
期

間
中
に
土
壌
か
ら
供
給
さ
れ
る
窒
素
が
多
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
「
土
壌
の
乾
土
効
果
」
と
呼

び
、
水
稲
の
生
育
が
良
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
稲
刈
り
後
耕
起
し
て
い
な
い
水
田
は
、
こ
の

時
期
に
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
深
耕
15
㎝
の
確
保

　
作
土
層
が
深
い
水
田
で
は
整
粒
歩
合(

整
っ

た
形
を
し
た
米
粒
の
割
合)

が
高
く
な
る
傾
向

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
15
㎝
の
深
耕
を
目
標
に
し

ま
し
ょ
う
。

 

　
こ
の
時
期
の
露
地
野
菜
は
、
厳
冬
期
に
凍
結

す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
気
温
が
上
昇
し
霜
が

解
け
て
か
ら
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。

 

　
降
霜
に
よ
る
黒
シ
ミ
、
ズ
ル
ケ(

菌
核
病
・

腐
敗
病)

の
発
生
が
増
加
す
る
の
で
、
選
別
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
２
月
上
旬
　※

春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
②

・
ア
ク
セ
ル(

フ)

　
1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ
　
1500
倍
〔
７
日
／
２
回
〕

▽
２
月
中
旬
　※

春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
③

・
キ
ノ
ン
ド
ー(

フ) 

1000
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

＊
病
害
虫
の
発
生
を
確
認
し
、
適
用
農
薬
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ

　
乾
燥
が
続
く
と
発
生
し
や
す
い
で
す
。

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ
　
2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

●
施
肥

▽
２
月
上
旬
〜
中
旬
　※

石
井
・
Ｙ
Ｒ
春
空

・
あ
さ
ひ
Ｓ
602(

80
㎏
／
10
ａ)

ま
た
は

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

100
㎏
／
10
ａ)

 

　
厳
寒
期
に
お
け
る
外
葉
や
結
球
葉
の
黄
化
に

注
意
し
、
選
別
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

※

春
ハ
ク
サ
イ(

春
さ
か
り
・
黄
楽
70)

●
育
苗

　
本
葉
８
枚
以
下
の
苗
が
13
℃
以
下
の
低
温
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
15
〜
20
℃

で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
定
植

　
暖
か
い
日
を
選
び
、
植
え
傷
み
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
定
植
後
す
ぐ
に
被
覆
資
材
を

掛
け
、
保
温
性
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

▽
２
月
10
日
〜
３
月
15
日…

パ
オ
パ
オ
掛
け

●
追
肥
（
活
着
後
）

・
あ
さ
ひ
Ｓ
602(

80
㎏
／
10
ａ)

 

　
花
蕾
に
つ
い
た
水
滴
は
腐
敗
の
原
因
に
な
る

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
２
月
中
旬
　※

ク
リ
ア(
10
月
中
旬
定
植)

・
ア
ク
セ
ル(

フ)

　
1000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
コ
ル
ト
（
顆
）
　
4000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
ナ
レ
ー
ト(

水)

　
1000
倍
〔
14
日
／
２
回
〕

●
施
肥
（
花
蕾
発
現
期
）

　
花
蕾
発
現
期
に
止
肥
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

80
㎏
／
10
ａ)

●
播
種
（
春
ど
り
）

　
育
苗
温
度
は
、
発
芽
時
ま
で
は
25
℃
、
そ
の

後
は
15
〜
20
℃
で
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
２
月
１
日
〜
10
日
　※

ピ
ク
セ
ル

 

●
温
度
管
理

　
今
月
中
旬
か
ら
無
加
温
栽
培
の
定
植
が
始
ま

り
ま
す
。
植
え
付
け
後
の
シ
ョ
ウ
ガ
は
地
温
が

15
℃
以
上
に
な
る
と
発
芽
し
生
育
を
開
始
し
ま

す
が
、
あ
ま
り
高
温
で
管
理
す
る
と
種
シ
ョ
ウ

ガ
か
ら
の
発
芽
本
数
が
増
加
し
た
り
、
第
１
次

茎
、
第
２
次
茎
が
細
い
た
め
、
後
期
の
肥
大
に

も
大
き
く
影
響
し
、
収
穫
作
業
や
箱
詰
作
業
中

に
折
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
地
上
部
へ
の
出
芽
ま
で
は
18
〜
20
℃
の
や
や

低
い
目
で
管
理
し
、
出
芽
本
数
を
１
〜
２
本
に

抑
え
る
よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
１
つ
の

種
イ
モ
か
ら
数
本
の
芽
が
発
生
し
た
場
合
は
、

充
実
し
た
芽
を
１
本
残
し
て
他
の
芽
は
除
去
し

て
く
だ
さ
い
。

●
灌
水

　
植
え
付
け
か
ら
発
芽
ま
で
は
表
面
を
乾
燥
さ

せ
な
い
く
ら
い
の
量
に
し
、
シ
ョ
ウ
ガ
の
生
育

に
つ
れ
徐
々
に
増
や
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
土
壌
を
あ
ま
り
乾
燥
さ
せ
る
と
生
育
後
期
に

矢
枯
れ
が
発
生
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

 

　
１
月
下
旬
に
定
植
し
た
シ
シ
ト
ウ
も
、
順
調

に
生
育
し
て
い
れ
ば
主
枝
の
誘
引
作
業
が
始
ま
り

ま
す(

定
植
15
日
後
く
ら
い
か
ら
始
ま
り
ま
す)

。

　
誘
引
は
初
期
に
主
枝
を
横
に
倒
す
Ｕ
字
型
の

方
法
を
用
い
る
方
が
、
着
果
面
積
も
広
く
、
日

光
も
全
面
に
当
た
り
や
す
く
な
る
の
で
着
果
が

良
く
、
収
量
も
増
加
し
ま
す
。
誘
引
を
す
る
と

き
、
主
枝
を
あ
ま
り
横
に
倒
し
す
ぎ
る
と
主
枝
の

生
育
が
止
ま
り
、
節
間
は
短
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
中
央
部
に
徒
長
枝
が
伸
び
て
く
る
の
で
、
こ

れ
を
早
め
に
摘
芯
す
る
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
冬
期
間
は
日
光
が
弱
い
の
で
、
不
要
な
側
枝

と
葉
を
摘
除
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
葉
に
十
分

日
光
を
当
て
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
地
温
の
上

昇
を
図
り
、
株
元
を
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

病
害
虫
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

　
今
月
下
旬
か
ら
無
加
温
栽
培
の
定
植
が
始
ま

り
ま
す
。
定
植
２
〜
３
週
間
前
に
元
肥
を
全
面

に
施
用
し
、
幅
180
㎝
程
度
の
畝
を
立
て
て
く
だ

さ
い
。
潅
水
パ
イ
プ
は
畝
の
両
側
に
配
置
し
ま

し
ょ
う
。

　
苗
は
、
本
葉
11
〜
13
枚
で
一
番
花
の
開
花
初

期
に
定
植
し
ま
す
。
活
着
ま
で
は
換
気
を
控
え

め
に
し
、
温
度
が
上
が
り
す
ぎ
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
保
温
資
材
な
ど
で
日
覆
い
を
し
ま
し
ょ

う
。
活
着
後
は
日
中
25
〜
27
℃
を
目
標
に
換
気

し
ま
す
。
30
℃
以
上
に
な
る
と
開
花
結
実
数
が

少
な
く
な
り
、
開
花
し
て
も
落
花
し
や
す
く
な

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
低
温
の
場

合
は
生
育
が
悪
く
、
15
℃
以
下
に
な
る
と
果
実

に
黒
紫
色
の
あ
ざ
が
発
現
し
、
辛
味
や
変
形
果

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

 

　
ネ
ギ
は
、
涼
し
い
気
候
で
よ
く
育
ち
、
生
育

適
温
は
15
〜
20
℃
く
ら
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
品
種
に
よ
る
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
高

温
・
低
温
・
乾
燥
に
は
強
い
で
す
。
た
だ
し
、

ネ
ギ
は
根
が
浅
く
、
酸
素
を
多
く
必
要
と
す
る

の
で
過
湿
に
は
弱
い
特
徴
を
も
ち
ま
す
。

　
播
種
・
定
植
は
特
に
厳
寒
期
に
な
る
の
で
、

苗
の
伸
び
や
発
芽
不
良
、
立
枯
病
が
発
生
し
や

す
い
で
す
。
被
覆
資
材
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

◎
ベ
ト
病

▽
予
防

・
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン(

水)

　
600
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

・
ラ
ン
マ
ン(

フ)

　
2000
倍
〔
３
日
／
４
回
〕

▽
治
療

・
ア
ミ
ス
タ
ー
20(

フ)

　
2000
倍
〔
３
日
／
４
回
〕

●
収
穫

　
枯
葉
に
十
分
注
意
し
て
、
葉
２
〜
３
枚
に
調

整
し
て
く
だ
さ
い
。
収
穫
調
整
が
価
格
を
左
右

す
る
の
で
、
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

　
ニ
ン
ジ
ン
の
早
期
播
種
の
限
界
は
気
温
10
℃

と
い
わ
れ
て
お
り
、
管
内
で
は
２
月
下
旬
に
な

り
ま
す
。
被
覆
を
行
う
の
で
数
日
早
く
播
種
が

で
き
ま
す
。
発
芽
は
２
週
間
程
度
で
始
ま
り
ま

す
。
播
種
後
、
本
葉
２
枚
程
度
ま
で
は
強
い
乾

燥
に
あ
う
と
発
芽
不
揃
と
な
り
、
発
育
が
遅
れ

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
岐
根
対
策

　
岐
根
の
原
因
は
未
熟
堆
肥
の
施
用
や
、
化
学

肥
料
が
種
子
直
下
に
あ
る
場
合
で
す
。
し
た

が
っ
て
化
学
肥
料
を
施
す
場
合
、
特
に
乾
燥
し

た
畑
は
十
分
に
深
く
土
と
混
和
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。
ま
た
、
粒
状
堆
肥
は
早
め
（
播
種

の
３
週
間
前
ま
で
が
め
や
す
）
に
施
用
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
発
芽
率
の
向
上

　
播
種
後
の
乾
燥
は
、
発
芽
率
の
低
下
を
招
く

の
で
、
天
候
を
見
な
が
ら
適
宜
灌
水
し
ま
し
ょ

う
。

 

　
２
月
に
入
り
モ
モ
の
樹
も
休
眠
か
ら
覚
め
て

活
動
し
始
め
ま
す
。

●
整
枝

　
剪
定
は
す
で
に
終
了
し
て
い
る
園
が
多
い
で
す

が
、
樹
全
体
に
日
光
が
十
分
に
あ
た
る
よ
う
枝
の

配
置
が
で
き
て
い
る
か
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

◎
縮
葉
病
・
黒
星
病

・
石
灰
硫
黄
合
剤
　
10
倍
〔
発
芽
前
／
－
〕

　
ネ
オ
エ
ス
テ
リ
ン
　
5000
倍
加
用

ま
た
は

・
ト
レ
ノ
ッ
ク
ス(

フ)

　
500
倍
〔
７
日
／
５
回
〕

◎
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

　
発
生
が
多
い
枝
は
剪
定
時
に
優
先
的
に
切
り

落
と
し
、
薬
剤
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

・
石
灰
硫
黄
合
剤
　
10
倍
〔
発
芽
前
／
－
〕

ネ
オ
エ
ス
テ
リ
ン
　
5000
倍
加
用

　
発
生
密
度
が
高
い
場
合
は
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

が
重
な
り
下
層
の
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
に
薬
液
が
か

か
ら
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
ワ
イ
ヤ
ー
ブ
ラ

シ
で
こ
す
り
落
と
し
て
か
ら
防
除
し
て
く
だ
さ

い
。

 

　
剪
定
は
３
月
ま
で
に
終
わ
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

●
整
枝
・
剪
定

　
剪
定
は
落
葉
後
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
樹
勢
の

弱
い
樹
や
寒
害
に
さ
ら
さ
れ
や
す
い
園
地
で
は

厳
寒
期
以
降
に
行
い
ま
す
。
主
な
剪
定
方
法

は
、
着
果
枝
の
基
部
か
ら
２
芽
を
残
し
て
切
り

ま
す
。
芽
の
す
ぐ
上
で
切
る
と
、
切
口
か
ら
雑

菌
が
入
り
枯
れ
る
こ
と
や
新
梢
の
伸
び
が
悪
く

な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
今
月
も
先
月
に
引
き
続
き
、
剪
定
や
土
壌
改

良
な
ど
栽
培
の
基
礎
と
な
る
作
業
が
続
き
ま

す
。

●
深
耕

　
樹
の
周
囲
に
穴
や
溝
を
掘
り
、
掘
り
上
げ
た

土
に
完
熟
し
た
有
機
物
や
石
灰
資
材
な
ど
を
混

ぜ
て
埋
め
戻
す
方
法
で
す
。
土
中
深
く
ま
で
通

気
性
が
良
く
な
る
と
、
深
層
部
へ
の
根
の
伸

長
・
発
達
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
で
養
水
分
の
吸

収
が
高
ま
り
、
樹
体
の
生
育
が
良
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
夏
の
干
害
も
軽
減
で
き
ま
す
。

○
土
壌
改
良
剤

・
完
熟
堆
肥(

2000
㎏
／
10
ａ)

0405

水
　
稲

野
菜
全
般

キ
ャ
ベ
ツ

ハ
ク
サ
イ

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

新
シ
ョ
ウ
ガ

シ
シ
ト
ウ

ピ
ー
マ
ン

青
ネ
ギ

ニ
ン
ジ
ン

モ
モ

カ
キ

イ
チ
ジ
ク



ま
た
は

・
新
ふ
り
か
け
堆
肥
ｅ
ｃ
ｏ(

200
㎏
／
10
ａ)

・
苦
土
セ
ル
カ
フ
ミ
ン(

120
㎏
／
10
ａ)

●
粗
皮
削
り

　
カ
メ
ム
シ
防
除
と
し
て
殺
虫
剤
を
連
用
し
た

園
で
は
、
天
敵
の
減
少
に
よ
り
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

類
が
大
量
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
来

年
度
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
、
冬
季
の
粗
皮
削

り
で
越
冬
害
虫
の
密
度
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。

 

　
今
月
の
作
業
は
土
壌
改
良
や
剪
定
で
す
。

●
土
壌
改
良

　
一
般
に
土
壌
改
良
作
業
に
は
、
深
耕
、
土
壌

の
pH
調
整
、有
機
物
や
改
良
資
材
の
施
用
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
土
壌
の
酸
性
化
は
マ
ン
ガ
ン
過
剰
に
よ
る
異

常
落
葉
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
欠
乏
、
窒
素
の
肥
効

低
下
な
ど
樹
の
生
育
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の

で
、
石
灰
質
資
材
の
施
用
に
よ
り
是
正
を
図
っ

て
く
だ
さ
い
。
石
灰
は
下
層
へ
移
行
し
に
く
い

の
で
深
耕
・
中
耕
と
合
わ
せ
て
行
う
と
良
い
で

し
ょ
う
。

○
土
壌
改
良
剤

・
完
熟
堆
肥(

2000
㎏
／
10
ａ)

ま
た
は

・
新
ふ
り
か
け
堆
肥
ｅ
ｃ
ｏ(

200
㎏
／
10
ａ)

・
苦
土
入
り
セ
ル
カ
２
号(

200
㎏
／
10
ａ)

●
剪
定

　
剪
定
は
、
成
り
跡
枝(

果
梗
枝)

を
中
心
に
切
除

し
、
立
枝
・
内
梗
枝
な
ど
樹
形
を
乱
す
枝
を
剪
定

し
ま
し
ょ
う
。
主
枝
・
主
幹
に
直
接
日
光
が
当
た

る
と
生
育
が
悪
く
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

 

品
種

　
水
稲
う
る
ち
籾

 

価
格（
税
込
）

　
80
円
／
kg

 

処
理
時
期

４
月
頃（
日
程
に
つ
い
て
は
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
）

 

実
施
場
所

Ｊ
Ａ
わ
か
や
ま 

第
１
グ
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
品
種
ご
と
に
ネ
ッ
ト
に
入
れ
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

水
稲
種
子「
温
湯
消
毒
」

申
し
込
み
　
受
け
付
け
中
!!

最
寄
り
の
支
店
・
営
農
セ
ン
タ
ー
で

お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

J
A
フ
ァ
ー
ム

水
稲
作
業
委
託
受
付
中
！

令
和
７
年
産

例
）
代
か
き
・
田
植
え
・
稲
刈
り…

e
t
c

※

詳
細
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
日

　
３
月
７
日（
金
）

●
申
込
締
切
日

　
２
月
28
日（
金
）

※
締
切
日
以
後
の
申
し
込
み
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

農業者年金の保険料は２万円から６万７千円まで（千円単位で）加入者が自由に選択できます。
また、保険料の額はいつでも見直しできます。
加入期間が短くても保険料を増やすことで豊かな老後に備えることができます。
※途中脱退された場合でもそれまでに積み立てた保険料は、将来、年金として支払われます（脱退一時金はありません）。

※左のケースは、65歳までの運用利回りが2.5％、65歳以降の予定利率
が1.0０％となった場合の試算です。制度発足以降21年間（令和4年度
まで）の運用利回りの平均は、年率２.74％です。予定利率は毎年度、
農林水産省告示により定められ、令和6年度は1.0０％です。
※受給総額は農業者年金加入者について想定している平均余命を考慮
し、男性86.5歳、女性92歳まで生存した場合の金額です。
※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。

●あなたの老後生活への備えは十分ですか？
●年金は家族一人ひとりについて準備することが
　大切です。
●老後の備えは国民年金プラス農業者年金が
　基本です。

農業者年金  へは…

年間60日以上農業に従事
60歳未満

国民年金第１号被保険者
国民年金保険料納付免除者を除く。

の方ならどなたでも加入できます。

月々の保険料を大きくすることで将来の支給額を増やせます

農業者年金に加入すれば～農業者年金の支給額（年額）の試算

加入年齢 加入年数
保険料月額
2万円の場合

40歳

50歳

20年

10年

男性

女性

男性

女性

31万円

27万円

14万円

12万円

万円

万円

万円

万円

農業者年金の内容やご相談については、最寄りの農業委員会かJAまたは農業者年金基金にお問い合わせください。

TEL：03-3502-3199（相談員）　TEL：03-3502-3942 　（企画調整室） 独立行政法人農業者年金基金

詳しくは… 農業者年金基金 検索 https://www.nounen.go.jp

想定される
受給総額

６74

733

301

３27

日　　時

場　　所

申込期間

申 込 先

相談受付内容令和７年２月22日（土）10：00～15：00 
※新規就農セミナーは11：00～12：00、13:00～14:00

和歌山県ＪＡビル２階和ホールＡＢＣ（和歌山市美園町５-１-１）
※新規就農セミナーは和ホールＣ

令和７年２月14日(金)まで

郵　送
〒６４４-００２４　御坊市塩屋町南塩屋７２４

ＦＡＸ
０７３８－23－３４８９

Ｅメール
e0716011@pref.wakayama.lg.jp

●就農相談（研修、資金、農地、雇用就農等）
●農林大学校進学相談　●移住相談
●各市町の支援や受け入れについて　など

直接のお申込みはこちらから

就農相談フェア就農相談フェアUIターン

開催のお知らせ開催のお知らせ

【お問い合わせ先】
県就農支援センター　
☎：０７３８‒23‒３４８８

ＨＰ

in 和歌山

　県内での就農に関するご相談をお受けします。先輩就農者による「新規就農セミナー」も開催します。本フェアは事前予約を優先したうえで、当
日参加も受け付けます。ご予約は二次元バーコードから直接、またはＨＰから所定の様式をダウンロードしていただき、下記までお申込みください。

メール配信のご希望・お問い合わせは、最寄りの営農センターまで。

対象機器 携帯電話、パソコンなど
発信内容 栽培管理・防除対策などについての注意点、病害虫発生状況、

各種説明会、各事業・取り組みのご案内　など
対 象 者 ＪＡわかやま組合員
利 用 料 無料（随時受付）

組合員向け情報発信サービスのご案内
情報をいち早く メールでお届け！

こちらのコードから
スマートフォン等で
配信登録ができます。

　ＪＡわかやまでは、組合員の皆さまにお伝えすべき情報・お役に立つ情報を、
メールでお届けするサービスを実施しています。ぜひ、ご利用ください。

お問い合わせは、最寄りの営農センター・支店窓口、または営農指導員・渉外担当者まで
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（固定金利）※令和７年１月６日現在
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金利
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適用金利は
年１．２％（固定金利）とします。

年

年

年
※金利は金融情勢等の変化により
　見直しさせていただく場合があります。



㈱ＪＡファームわかやま　農作業受託料金表

※除草剤散布、病害虫防除、穂肥（追肥）の作業は受託できません。
※作業時期が重なる場合は受託できないことがあります。
※作業機（トラクター、コンバイン等）が出入りできる、幅2m以上の道が必要です。
　昇降路がない圃場は受託できません。
※原則として、上記料金は組合員の農地を対象とします。
　なお、特別な理由がある場合は組合員以外の農地も対象とし、作業受託料金および受託条件は個別に設定します。
※水稲は、中干しの徹底と、収穫時コンバインが入れる様に水管理をしてください。
　管理されていない場合、無理な刈り取りをしないため後に回します。
※作業終了後、作業車の昇路した道路の土の除去は、委託者が行ってください。
※作業受託下限面積　１ヶ所につき　５ａ　です。
※原則、作業日の指定はできません。（水稲作業以外）

（受託作業を行わない場合）
①作業車を運搬する３トン車輌が通行できない場合、及び作業車を下車させてから作業圃場までの距離が長い場合。
②３トン運搬車の駐車スペースがない場合（委託者が駐車スペースを準備してください）。
③委託者遵守事項を繰り返し守らない場合。

≪ 委託者遵守事項 ≫
＊委託者はビニール・空き缶、ビン類等のゴミを、作業前までにあらかじめ圃場から撤去してください。

品目 作業名
標準料金[円/10a（税込）]

令和7年3月31日まで 令和７年４月１日から
内　　容 備　　考

水稲

果樹園

刈り取り

田植え

耕起（1回）

施肥

代かき

水田
畑地

機械搬送料

全面草刈 

畦ぎわ草刈

草丈 0.5m以下

草丈 1.0m以下

草丈 1.5m以下

草丈 1.5m以上

草の背丈・種類によって「刈り倒しのみ」又は「モア作業(草刈後、すぐに耕起が可能)」のどちらかとなります。

草の背丈1.5m以上は作業不可。

・10ａ当り4隅の基本料金（追加は1隅ごとに 「+1,000円」）
・委託者がどうしてもできない場合のみ引き受け可。

田植えと同時に散布します（側条施肥機対応肥料のみ）。　

・要相談（できない場合があります）。
・刈り倒しのみ 又は モア作業。

トラクター、コンバイン、草刈り機等の運搬　１回（往復）。

刈り倒しのみ 又は モア作業。

元肥及び土壌改良剤の散布（機械散布）。

手作業は行いません。

4隅植え、補植は行いません。

田植えと同時に散布します。　

田植えと同時に散布します（田植同時処理剤のみ）。

・隅刈りは委託者が事前に行ってください。
・稲わらはカットします。

刈り倒しのみ 又は モア作業。

刈り倒しのみ 又は モア作業。

草丈1.5m以上は作業不可。

隅刈り・稲ワラ結束は別料金。

肥料は委託者が準備。

肥料は委託者が準備。

農薬は委託者が準備。

除草剤は委託者が準備。

苗は委託者が準備。

20,000

4,000

2,000

30,000

10,000

13,000

13,000

3,000

5,000

1,000

1,000

草丈 1.0m以下

施肥（元肥）

箱剤散布

除草剤散布

隅刈り

稲ワラ結束

袋代

草丈 1.5m以下

刈り倒しのみ。

刈り倒しのみ。

10,000

12,000

22,000

25,000

（見積対応）

5ａで1,000円、稲ワラは圃場放置。2,000

（乾燥、籾摺りだけの受託は行いません。）
刈り取りとセットの場合のみ。

25,000乾燥、籾摺り

草丈 0.5m以下

・古米袋代（小米も含む）は受託者が準備します。
・出荷袋は、委託者が準備してください。古米袋代（実費）

23,000

4,000

2,000

33,000

13,000

16,000

16,000

3,000

5,000

1,000

1,000

10,000

12,000

刈り倒しのみ。25,000 25,000

草丈 1.0m以下 刈り倒しのみ。30,000 30,000

草丈 1.5m以下 刈り倒しのみ。35,000 35,000

25,000

28,000

2,000

27,000

お申し込みは　最寄りの営農センターまたは支店まで

●注意事項

春に向けて家庭菜園の準備をしましょう！

２月に植える野菜のポイント1
　いくつかの気を付けるポイントを抑えれば、まだ少し寒
い２月でも種まきをすることができます。
　ポイントは、「温度管理」です。植物にはそれぞれ発芽
に適した温度があり、例えば、トマトで25℃～30℃、ナス
で20℃～30℃。夏野菜は発芽適温の高いものが多く、ホ
ウレンソウなどの葉物野菜は15℃～20℃程度となってい
ます。

★植物の発芽に関わる大切な３つの要素、「適した温度」
「酸素」「適度な水分」に気を付けて、種まきをしましょう。

発芽に必要な要素(酸素・光)4
　よくある種まきの失敗の一つが覆土のし過ぎです。一般
的には種の大きさの３倍程度の厚みが目安とされています。
種が小さいと覆土の量は少なく、種が大きいほど覆土の量
も多くなります。覆土をしすぎたり、押し固めすぎると、種
に酸素が届かなくなり発芽不良を起こすことがあります。
　好光性種子（発芽に光が必要）かどうかによっても被せ
る土の量が変わります。この性質を持つ種は、光に当たる
ことで発芽が促されるので、なるべく光に当たりやすいよ
う土を薄くかけることがポイントとなります（全く土をかけ
ないと雨で種が流れたり、鳥に食べられたりしてしまいます）。

発芽に必要な要素（水）5
　植物が発芽するためには、水は欠かせません。種をまい
てすぐに水をやりすぎてしまうと種に酸素が届かなくなり、
種が腐ったり、カビや病気の原因となる場合があります。
しかし、水を控えすぎても種の吸水が不十分となり、発芽
が遅れてしまいます。
　そのため、種まきの時に十分に水をやり、それ以降は土
の表面が乾いてきたら水をやる程度を心掛けましょう。

寒おこし6
　野菜を育てていると、畑の端と真ん中で肥料分の偏りが
でてきたり、害虫や病気が特定の場所で発生したり、土壌
の下の層が硬くなってきたりします。
　天地返しとも呼ばれる、畑の土をひっくり返して混ぜて
あげることで、土壌の質を均一にし、より良い野菜作りに
つながります。

温度管理の方法2
　寒い時期に種まきをするうえで温度管理の方法はいくつ
かあります。
①全体にビニールを被せる（またはトンネルを作る）。
②温床を用意する。
③家庭菜園用の小さな温室を設置する。
などがあり、併用するのもよいです。

　ポットやプランターに種をまく場合は、①のビニールや
トンネルを用いて防寒対策を施しましょう。日中に温度が
上がりすぎる場合は、ビニールに適宜通気用の穴をあける
ことで温度の管理をしましょう。
　より温度が必要になってくる品目の場合は、②や③のよ
うに小温室や温床などを用意して、温度を保つようにしま
しょう。

温床の種類3
　温床には、「自然温床」と「人工温床」という２種類があ
ります。自然温床は、堆肥や有機物などを利用して発酵熱
を発生させる方法で、土壌の温度を上げます。人工温床は、
電熱線や温水パイプなどの熱を利用して、温度を保つよう
にします。

作成 /営農生活部　中井翔大

　少しずつ春の気配が近づくものの、まだ寒さが残る２月。暖か
くなってくるまでにできることや、防寒対策をすることで家庭菜
園を楽しむことができます。

頂部に5cmぐらいの
穴を開けて換気

ビニールまたは
ポリエチレンフィルム

まとめ
　まだまだ寒さの残る時期ですが、春以降の家庭菜園の計画を立てたり、畑の準備をしたり、春が待ちきれ
ない人は温度管理をして苗づくりをはじめたり、できることから少しずつはじめてみてはいかがでしょうか。

家庭菜園に関する問い合わせは、お近くの営農センターまで！

※３月31日までのお申し込みでも、作業日程により新料金となる場合があります。
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